
(57)【要約】

【課題】コマンドの転送プロトコルが等しくもそのコマ

ンド体系が異なる二種類のカード型電子機器においては

、内蔵する半導体集積回路を各々でつくる必要があるが

、費用面などにおいて無駄が多いという課題を有してい

た。

【解決手段】第１のカード型電子機器特有の動作を行う

第１の制御部と、第２のカード型電子機器特有の動作を

行う第２の制御部と、第１のカード型電子機器と第２の

カード型電子機器に共通の動作を行う第３の制御部と、

内部制御信号の極性に応じて第１の制御部と第２の制御

部の出力の何れかを第３の制御部へ出力する論理回路と

を備えることを特徴とする半導体集積回路である。内部

信号の極性をマスクオプションやボンディングオプショ

ン等で切り替えられるようにしておけば、半導体集積回

路を一からつくる必要がなく、課題が解決できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ マ ン ド 体 系 を も つ 第 １ の カ ー ド 型 電 子 機 器 と 第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 内 蔵 す る 半 導 体
集 積 回 路 で あ っ て 、
第 １ の カ ー ド 型 電 子 機 器 特 有 の 動 作 を 行 う 第 １ の 制 御 部 と 、
第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 特 有 の 動 作 を 行 う 第 ２ の 制 御 部 と 、
第 １ の カ ー ド 型 電 子 機 器 と 第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 共 通 の 動 作 を 行 う 第 ３ の 制 御 部 と 、
内 部 制 御 信 号 の 極 性 に 応 じ て 第 １ の 制 御 部 と 第 ２ の 制 御 部 の 出 力 の 何 れ か を 第 ３ の 制 御 部
へ 出 力 す る 論 理 回 路 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 集 積 回 路 の 技 術 に 関 す る 。 特 に 、 コ マ ン ド 体 系 を も つ カ ー ド 型 電 子 機 器
に 内 蔵 す る た め の 半 導 体 集 積 回 路 の 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 Ｐ Ｄ Ａ や デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 等 の 様 々 な 携 帯 機 器 が 急 速 に 浸 透 し て お り 、 そ れ ら
携 帯 機 器 間 で は 、 マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド （ 以 下 Ｍ Ｍ Ｃ と 称 す る ） に 代 表 さ れ る カ ー ド 型 電
子 機 器 を 用 い て の デ ー タ の 遣 り 取 り が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 一 般 的 に 、 カ ー ド 型 電 子 機 器
で は そ の 動 作 が コ マ ン ド に よ っ て 制 御 さ れ る 。 カ ー ド 型 電 子 機 器 内 部 に は 、 そ れ ら コ マ ン
ド の 動 作 を 制 御 す る た め の 半 導 体 集 積 回 路 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｍ Ｍ Ｃ は 、 縦 ３ ２ ｍ ｍ 横 ２ ４ ｍ ｍ 厚 さ １ ． ４ ｍ ｍ の 形 状 を し た カ ー ド 型 電 子 機 器 で あ り 、
そ の 動 作 モ ー ド と し て Ｍ Ｍ Ｃ モ ー ド と Ｓ Ｐ Ｉ モ ー ド が あ る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｍ Ｍ Ｃ の 電 気 的 結 合 端 子 は 、 図 ６ に 示 す ７ ピ ン で あ る 。 同 図 に お い て 、 Ｍ Ｍ Ｃ １ ０ ０ の Ｓ
Ｐ Ｉ モ ー ド で の 動 作 に お い て は 、 １ ０ １ が チ ッ プ セ レ ク ト 端 子 、 １ ０ ２ が Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｉ Ｎ
端 子 、 １ ０ ３ が Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 、 １ ０ ４ が Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 、 １ ０ ５ が ク ロ ッ ク 端 子 、 １ ０ ６ が Ｇ Ｎ
Ｄ 端 子 、 １ ０ ７ が Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｏ Ｕ Ｔ 端 子 、 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｓ Ｐ Ｉ モ ー ド で は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す ４ ８ ビ ッ ト 長 の コ マ ン ド を Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｉ Ｎ 端 子 １ ０
２ か ら 受 信 す る 。 図 ７ （ ａ ） に お い て 、 １ ３ ０ は ス タ ー ト ビ ッ ト （ ” ０ ” ） 、 １ ３ １ は 転
送 方 向 を 示 す ビ ッ ト （ ” １ ” ） 、 １ ３ ２ は コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス （ ６ ビ ッ ト 長 ） 、 １ ３ ３
は ア ー ギ ュ メ ン ト （ ３ ２ ビ ッ ト 長 ） 、 １ ３ ４ は Ｃ Ｒ Ｃ ７ （ ７ ビ ッ ト 長 ） 、 １ ３ ５ は エ ン ド
ビ ッ ト （ ” １ ” ） で あ る 。 コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス １ ３ ２ は コ マ ン ド 番 号 を ２ 進 数 表 示 し た
も の で あ り 、 た と え ば Ｃ Ｍ Ｄ １ の 場 合 は ” ０ ０ ０ ０ ０ １ ” と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
Ｍ Ｍ Ｃ は 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｉ Ｎ 端 子 １ ０ ２ に 図 ７ （ ａ ） に 示 す ４ ８ ビ ッ ト 長 の コ マ ン ド を 受 信
し た ら 、 ホ ス ト に 対 し て レ ス ポ ン ス 情 報 を Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｏ Ｕ Ｔ 端 子 １ ０ ７ よ り 出 力 す る 。 レ
ス ポ ン ス 情 報 は １ も し く は ２ バ イ ト 長 で あ り 、 コ マ ン ド に よ っ て 形 式 が 決 定 さ れ る 。 た と
え ば 入 力 コ マ ン ド が Ｃ Ｍ Ｄ １ の 場 合 は 、 ホ ス ト に 対 し て 図 ７ （ ｂ ） に 示 す ８ ビ ッ ト 長 の レ
ス ポ ン ス 情 報 を Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｏ Ｕ Ｔ 端 子 よ り 出 力 す る 。 図 ７ （ ｂ ） に お い て 、 １ ４ ０ は ス タ
ー ト ビ ッ ト （ ” ０ ” ） 、 １ ４ １ は パ ラ メ ー タ エ ラ ー を 示 す ビ ッ ト （ エ ラ ー 時 ” １ ” ） 、 １
４ ２ は ア ド レ ス エ ラ ー を 示 す ビ ッ ト （ エ ラ ー 時 ” １ ” ） 、 １ ４ ３ は イ レ ー ズ シ ー ケ ン ス エ
ラ ー を 示 す ビ ッ ト （ エ ラ ー 時 ” １ ” ） 、 １ ４ ４ は コ マ ン ド Ｃ Ｒ Ｃ エ ラ ー を 示 す ビ ッ ト （ エ
ラ ー 時 ” １ ” ） 、 １ ４ ５ は イ リ ー ガ ル コ マ ン ド エ ラ ー を 示 す ビ ッ ト （ エ ラ ー 時 ” １ ” ） 、
１ ４ ６ は イ レ ー ズ シ ー ケ ン ス の 状 況 を 示 す ビ ッ ト （ シ ー ケ ン ス リ セ ッ ト 時 ” １ ” ） 、 １ ４
７ は カ ー ド 初 期 化 の 完 了 状 況 を 示 す ビ ッ ト （ カ ー ド が 初 期 化 処 理 中 の と き ” １ ” ） 、 で あ
る （ 非 特 許 文 献 ２ 、 非 特 許 文 献 ３ ） 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
近 年 、 従 来 あ る カ ー ド 型 電 子 機 器 と コ マ ン ド の 転 送 プ ロ ト コ ル 仕 様 が 等 し く も そ の コ マ ン
ド 体 系 が 互 い に 異 な る カ ー ド 型 電 子 機 器 が 発 表 さ れ て い る 。 例 と し て 、 Ｍ Ｍ Ｃ か ら コ マ ン
ド 体 系 を 若 干 変 更 し た Ｓ Ｄ メ モ リ カ ー ド や セ キ ュ ア マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
岡 田 浩 人 、 他 １ 名 、 ” マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド ＆ Ｓ Ｄ カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス の 設 計 ” 、 イ
ン タ ー フ ェ ー ス ２ ０ ０ １ 年 １ ０ 月 号 、 Ｃ Ｑ 出 版 社 、 ｐ １ ５ ６ － １ ６ １
【 非 特 許 文 献 ２ 】
落 合 則 宏 、 他 １ 名 、 ” マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド ＆ Ｓ Ｄ カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス の 設 計 ” 、 イ
ン タ ー フ ェ ー ス ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 号 、 Ｃ Ｑ 出 版 社 、 ｐ １ ３ ７ － １ ４ ７
【 非 特 許 文 献 ３ 】
岡 田 浩 人 、 ” マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド 活 用 法 ” 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ９ ９ ９ 年 １ ２ 月 号 、 Ｃ
Ｑ 出 版 社 、 ｐ １ ２ ４ － １ ３ １
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ れ ら の カ ー ド 型 電 子 機 器 は 、 コ マ ン ド の 転 送 プ ロ ト コ ル 仕 様 が 等 し く も そ の コ マ ン ド 体
系 が 異 な る の で 、 そ れ ぞ れ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 内 蔵 す る 半 導 体 集 積 回 路 は 別 個 に つ く る
必 要 が あ る 。 た と え ば 、 Ｍ Ｍ Ｃ 内 の 半 導 体 集 積 回 路 を そ の ま ま Ｓ Ｄ メ モ リ カ ー ド に 適 用 す
る こ と は 、 コ マ ン ド 体 系 の 仕 様 が 異 な る た め に で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し な が ら 、 そ れ ら 異 種 の カ ー ド 型 電 子 機 器 間 に は 、 機 能 と し て の 共 通 部 分 が 多 く あ る
た め 、 半 導 体 集 積 回 路 を 各 々 に 新 規 に つ く る こ と は 、 費 用 面 や Ｔ Ａ Ｔ 面 に お い て 無 駄 が 多
い と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
課 題 解 決 の た め に 、 本 発 明 が 提 供 す る 半 導 体 集 積 回 路 は 、 コ マ ン ド 体 系 を も つ 第 １ の カ ー
ド 型 電 子 機 器 と 第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 内 蔵 す る 半 導 体 集 積 回 路 で あ っ て 、 第 １ の カ ー
ド 型 電 子 機 器 特 有 の 動 作 を 行 う 第 １ の 制 御 部 と 、 第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 特 有 の 動 作 を 行
う 第 ２ の 制 御 部 と 、 第 １ の カ ー ド 型 電 子 機 器 と 第 ２ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 共 通 の 動 作 を 行
う 第 ３ の 制 御 部 と 、 内 部 制 御 信 号 の 極 性 に 応 じ て 第 １ の 制 御 部 と 第 ２ の 制 御 部 の 出 力 の 何
れ か を 第 ３ の 制 御 部 へ 出 力 す る 論 理 回 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 で あ
る 。 内 部 信 号 の 極 性 を マ ス ク オ プ シ ョ ン や ボ ン デ ィ ン グ オ プ シ ョ ン 等 で 切 り 替 え ら れ る よ
う に し て お け ば 、 半 導 体 集 積 回 路 を 一 か ら つ く る 必 要 が な く 、 課 題 が 解 決 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 の 形 態 に つ い て は 、 あ る 特 定 の コ マ ン ド （ コ マ ン ド Ａ ） が 受 付 可 能 な コ マ ン ド 体 系
を も つ カ ー ド 型 電 子 機 器 Ａ と 、 あ る 特 定 の コ マ ン ド （ コ マ ン ド Ｂ ） を 受 付 た あ と で 初 め て
コ マ ン ド Ａ が 受 け 付 け 可 能 と な る コ マ ン ド 体 系 を も つ カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ に 搭 載 す る 半 導
体 集 積 回 路 に つ い て 述 べ る 。 カ ー ド 型 電 子 機 器 Ａ と カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の コ マ ン ド と レ ス
ポ ン ス の 通 信 プ ロ ト コ ル は 、 Ｍ Ｍ Ｃ と 同 じ く 図 ７ に 示 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ で は 、 本 発 明 を 適 用 し た 半 導 体 集 積 回 路 の 一 構 成 例 を 示 し て い る 。 同 図 に お い て 、 半
導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ は 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ － Ｉ Ｎ 端 子 の 信 号 ３ ０ １ か ら 図 ７ （ ａ ） に 示 す 通 信 プ ロ
ト コ ル の コ マ ン ド を 入 力 し て エ ン ド ビ ッ ト １ ３ ５ ま で 受 け 付 け た と き に ” １ ” と な る パ ル
ス 信 号 ３ ０ ２ を 出 力 す る コ マ ン ド 検 知 部 ３ ０ ３ と 、 カ ー ド 型 電 子 機 器 の コ マ ン ド の そ れ ぞ
れ に 対 応 し た イ ネ ー ブ ル 出 力 を 一 本 ず つ 割 り 当 て て （ う ち 、 コ マ ン ド Ａ に 対 応 し た イ ネ ー
ブ ル 出 力 信 号 を ３ ０ ４ 、 コ マ ン ド Ａ 以 外 の コ マ ン ド そ れ ぞ れ に 対 応 し た イ ネ ー ブ ル 出 力 信
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号 群 を ３ ０ ５ と す る ） 、 コ マ ン ド を コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス １ ３ ２ ま で 受 け 付 け た と き に 当
該 コ マ ン ド の イ ネ ー ブ ル 出 力 を ” １ ” と す る コ マ ン ド 判 別 部 ３ ０ ６ と 、 一 旦 コ マ ン ド Ｂ を
受 け 付 け た ら ” １ ” を 出 力 す る コ マ ン ド Ｂ 受 付 履 歴 部 ３ ０ ７ と 、 常 に ” １ ” を 出 力 す る Ｈ
出 力 部 ３ ０ ８ と 、 Ｈ 出 力 部 ３ ０ ８ の 出 力 信 号 を 内 部 端 子 ３ ０ ９ に 接 続 し 、 コ マ ン ド Ｂ 受 付
履 歴 部 ３ ０ ７ の 出 力 信 号 を 内 部 端 子 ３ １ ０ に 接 続 し 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ の 値 が ” １ ” で
あ れ ば 出 力 信 号 ３ １ ２ を 端 子 ３ ０ ９ の 値 と し 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ の 値 が ” ０ ” で あ れ ば
出 力 信 号 ３ １ ２ を 端 子 ３ １ ０ と す る 切 り 替 え ス イ ッ チ ３ １ ３ と 、 コ マ ン ド Ａ イ ネ ー ブ ル 信
号 ３ ０ ４ と 切 り 替 え ス イ ッ チ ３ １ ３ の 出 力 ３ １ ２ と の Ａ Ｎ Ｄ 演 算 を 行 い 信 号 ３ １ ４ を 新 コ
マ ン ド Ａ イ ネ ー ブ ル 出 力 信 号 と す る Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ １ ５ と 、 パ ル ス 信 号 ３ ０ ２ と イ ネ ー ブ ル
信 号 群 ３ ０ ５ と 信 号 ３ １ ４ を 入 力 と し て 、 パ ル ス 信 号 ３ ０ ２ が ” １ ” と な っ た と き に イ ネ
ー ブ ル 信 号 群 ３ ０ ５ と 信 号 ３ １ ４ に 応 じ て 当 該 コ マ ン ド の 処 理 を 行 う コ マ ン ド 処 理 部 ３ １
６ と 、 そ の 他 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ３ １ ７ を も つ 。 コ マ ン ド 処 理 部 ３ １ ６ で は 、 パ ル ス
信 号 ３ ０ ２ が ” １ ” に な っ て い る に も か か わ ら ず 信 号 群 ３ ０ ５ と 信 号 ３ １ ４ の ど れ も ” １
” で な い 場 合 に は イ リ ー ガ ル な コ マ ン ド を 受 け 付 け た と き の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ で は 、 カ ー ド 型 電 子 機 器 Ａ の 動 作 機 構 で あ
る Ｈ 出 力 部 ３ ０ ８ と カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の 動 作 機 構 で あ る コ マ ン ド Ｂ 受 付 履 歴 部 ３ ０ ７ と
を 具 備 し 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ に て 具 備 し た 機 構 の 何 れ か を 選 択 活 性 化 す る こ と で 、 カ ー
ド 型 電 子 機 器 Ａ と カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の ど ち ら か 所 望 の 動 作 を 司 る 半 導 体 集 積 回 路 と な る
。 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ は 、 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ の マ ス ク オ プ シ ョ ン や ボ ン デ ィ ン グ オ プ
シ ョ ン で の 設 定 に よ っ て 、 変 更 可 能 に し て お く 。
【 ０ ０ １ ６ 】
つ ま り 、 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ に お い て 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 第 １ の 制 御 部 は Ｈ 出 力
部 ３ ０ ８ で あ り 、 第 ２ の 制 御 部 は コ マ ン ド Ｂ 受 付 履 歴 部 ３ ０ ７ で あ り 、 第 ３ の 制 御 部 は コ
マ ン ド 検 知 部 ３ ０ ３ と コ マ ン ド 判 別 部 ３ ０ ６ と Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ １ ５ と 制 御 部 ３ １ ７ で あ り 、
論 理 回 路 部 は ス イ ッ チ ３ １ ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 を 適 用 し た 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ に つ い て 、 以 下 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ １ ） 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” １ ” （ カ ー ド 型 電 子 機 器 Ａ の 動 作 モ ー ド ） に 設 定 し た と き
半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ に お い て 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” １ ” と し た と き 、 ス イ ッ チ ３ １
３ 内 の 結 線 は ３ ０ ９ 端 子 側 と な る 。 つ ま り 、 信 号 ３ １ ２ は Ｈ 出 力 部 ３ ０ ８ の 出 力 と な り 、
つ ね に ” １ ” と な る 。 信 号 ３ １ ２ が つ ね に ” １ ” で あ る の で 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ １ ５ の 出 力 信
号 ３ １ ４ は コ マ ン ド Ａ イ ネ ー ブ ル 信 号 ３ ０ ４ と 等 価 な 論 理 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
コ マ ン ド Ａ が 入 力 さ れ た と き の 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 図 ２ に
示 す 。 同 図 に お い て 、 コ マ ン ド Ａ が 入 力 さ れ た と き 、 コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス １ ３ ２ を 受 け
付 け た タ イ ミ ン グ ３ ３ ０ で 、 コ マ ン ド Ａ に 対 応 し た イ ネ ー ブ ル 出 力 ３ ０ ４ が ” １ ” と な る
。 信 号 ３ ０ ４ が ” １ ” と な る の で 、 信 号 ３ １ ４ も ” １ ” と な る 。 エ ン ド ビ ッ ト １ ３ ５ ま で
受 け 付 け た タ イ ミ ン グ ３ ３ １ で パ ル ス 信 号 ３ ０ ２ が ” １ ” と な り 、 こ れ を う け て コ マ ン ド
処 理 部 ３ １ ６ は コ マ ン ド Ａ の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
つ ま り 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” １ ” 固 定 と す る こ と で 、 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ は 、 コ マ
ン ド Ｂ の 受 付 履 歴 に よ る と こ ろ な く コ マ ン ド Ａ を 受 付 可 能 な 動 作 と な る 。 こ れ は カ ー ド 型
電 子 機 器 Ａ の コ マ ン ド 体 系 に そ っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ２ ） 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” ０ ” （ カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の 動 作 モ ー ド ） に 設 定 し た と き
半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ に お い て 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” ０ ” と し た と き 、 ス イ ッ チ ３ １
３ 内 の 結 線 は ３ １ ０ 端 子 側 と な る 。 つ ま り 、 信 号 ３ １ ２ は コ マ ン ド Ｂ 受 付 履 歴 部 ３ ０ ７ の
出 力 と な り 、 コ マ ン ド Ｂ を 受 け 付 け た 履 歴 が あ れ ば ” １ ” 、 コ マ ン ド Ｂ を 受 け 付 け た 履 歴
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が な い 場 合 は ” ０ ” と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
コ マ ン ド Ｂ を 受 け 付 け た 履 歴 が あ り 、 そ の と き に コ マ ン ド Ａ が 入 力 さ れ た 場 合 の 半 導 体 集
積 回 路 ３ ０ ０ の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 図 ３ に 示 す 。 同 図 に お い て 、 コ マ ン ド Ａ が 入 力
さ れ た と き 、 コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス １ ３ ２ を 受 け 付 け た タ イ ミ ン グ ３ ３ ５ で 、 コ マ ン ド Ａ
に 対 応 し た イ ネ ー ブ ル 出 力 ３ ０ ４ が ” １ ” と な る 。 信 号 ３ １ ２ は ” １ ” で あ り 、 か つ 信 号
３ ０ ４ が ” １ ” と な る の で 、 信 号 ３ １ ４ も ” １ ” と な る 。 エ ン ド ビ ッ ト １ ３ ５ ま で 受 け 付
け た タ イ ミ ン グ ３ ３ ６ で パ ル ス 信 号 ３ ０ ２ が ” １ ” と な り 、 こ れ を う け て コ マ ン ド 処 理 部
３ １ ６ は コ マ ン ド Ａ の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
コ マ ン ド Ｂ を 受 け 付 け た 履 歴 が な く 、 そ の と き に コ マ ン ド Ａ が 入 力 さ れ た 場 合 の 半 導 体 集
積 回 路 ３ ０ ０ の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 図 ４ に 示 す 。 同 図 に お い て 、 コ マ ン ド Ａ が 入 力
さ れ た と き 、 コ マ ン ド イ ン デ ッ ク ス １ ３ ２ を 受 け 付 け た タ イ ミ ン グ ３ ４ ０ で 、 コ マ ン ド Ａ
に 対 応 し た イ ネ ー ブ ル 出 力 ３ ０ ４ が ” １ ” と な る 。 信 号 ３ １ ２ は ” ０ ” で あ り 、 か つ 信 号
３ ０ ４ が ” １ ” に な ろ う と も 、 信 号 ３ １ ４ は ” ０ ” の ま ま と な る 。 エ ン ド ビ ッ ト １ ３ ５ ま
で 受 け 付 け た タ イ ミ ン グ ３ ４ １ で パ ル ス 信 号 ３ ０ ２ が ” １ ” と な る が 、 信 号 ３ １ ４ も 信 号
群 ３ ０ ５ も ” ０ ” の ま ま で あ る の で 、 コ マ ン ド 処 理 部 ３ １ ６ は イ リ ー ガ ル な コ マ ン ド を 受
け 付 け た と き の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
つ ま り 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を ” ０ ” 固 定 と す る こ と で 、 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ は 、 コ マ
ン ド Ｂ の 受 付 履 歴 に よ り コ マ ン ド Ａ を 受 付 可 否 を 制 御 す る 動 作 と な る 。 こ れ は カ ー ド 型 電
子 機 器 Ｂ の コ マ ン ド 体 系 に そ っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て 、 セ レ ク タ ３ １ ３ は 内 部 結 線 を 変 更 す る 動 作 と し て 説 明 し た が 、 セ
レ ク タ の 内 部 構 成 は そ の 機 能 を 実 現 す れ ば ど の よ う な 構 成 で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｍ Ｍ Ｃ と 同 じ コ マ ン ド 通 信 プ ロ ト コ ル を も つ 二 つ の カ ー
ド 型 電 子 機 器 の 動 作 機 構 を 一 つ の 半 導 体 集 積 回 路 に 具 備 す る 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 本
発 明 は 、 コ マ ン ド の 転 送 プ ロ ト コ ル を Ｍ Ｍ Ｃ と 等 価 な も の に 限 定 し た も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 構 成 を 論 理 圧 縮 し た 半 導 体 集 積 回 路 に つ い て も 、 そ の 原 理 は 本 発 明 の 半 導
体 集 積 回 路 と 同 じ で あ る の で 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら は 逸 脱 し な い 。 つ ま り 、 本 実 施 の 形 態 に
て 説 明 し た 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ は 、 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ と Ｈ 出 力 部 ３ ０ ８ と セ レ ク タ ３
１ ３ と を 論 理 圧 縮 す る こ と に よ り 図 ５ に 示 す よ う な Ｏ Ｒ 論 理 回 路 ４ ０ ０ を 用 い た 構 成 が と
れ る が 、 こ れ は 単 に 論 理 の 圧 縮 を し た だ け で あ る の で 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら は 逸 脱 し て い な
い も の と い え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 半 導 体 集 積 回 路 は 、 そ の 内 部 制 御 信 号 の 極 性 を マ ス ク オ プ シ ョ ン や ボ ン デ ィ ン グ
オ プ シ ョ ン 等 で 切 り 替 え ら れ る よ う に し て お く こ と で 、 複 数 の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 搭 載 す
る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 そ れ ぞ れ の カ ー ド 型 電 子 機 器 に 搭 載 す る 半 導 体 集 積 回 路 を
一 か ら 別 個 に 開 発 す る 必 要 が な く 、 Ｔ Ａ Ｔ 面 や コ ス ト 面 で 有 利 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 半 導 体 集 積 回 路 の 一 構 成 例 を 示 す 図
【 図 ２ 】 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を カ ー ド 型 電 子 機 器 Ａ の 動 作 モ ー ド に し て 、 コ マ ン ド Ａ を 受
け 付 け た 場 合 の 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ 内 の 信 号 の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の 動 作 モ ー ド に し て 、 コ マ ン ド Ｂ を 受
け 付 け た 履 歴 が あ る 場 合 に コ マ ン ド Ａ を 受 け 付 け た 場 合 の 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ 内 の 信 号
の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 内 部 制 御 信 号 ３ １ １ を カ ー ド 型 電 子 機 器 Ｂ の 動 作 モ ー ド に し て 、 コ マ ン ド Ｂ を 受
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け 付 け た 履 歴 が な い 場 合 に コ マ ン ド Ａ を 受 け 付 け た 場 合 の 半 導 体 集 積 回 路 ３ ０ ０ 内 の 信 号
の 動 作 タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た 半 導 体 集 積 回 路 の 一 構 成 例 に て 、 論 理 の 圧 縮 を 行 っ た 半 導 体 集
積 回 路 を 示 す 図
【 図 ６ 】 Ｍ Ｍ Ｃ の 端 子 を 示 す 図
【 図 ７ 】 Ｍ Ｍ Ｃ の コ マ ン ド の 転 送 プ ロ ト コ ル を 示 す 図 お よ び Ｍ Ｍ Ｃ の レ ス ポ ン ス 情 報 の 転
送 プ ロ ト コ ル を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
３ ０ ０ 　 半 導 体 集 積 回 路
３ ０ １ 　 コ マ ン ド 信 号
３ ０ ３ 　 コ マ ン ド 検 知 部
３ ０ ６ 　 コ マ ン ド 判 別 部
３ ０ ７ 　 コ マ ン ド Ｂ 受 付 履 歴 部
３ ０ ８ 　 Ｈ 出 力 部
３ １ １ 　 内 部 制 御 信 号 （ 動 作 モ ー ド 選 択 信 号 ）
３ １ ３ 　 ス イ ッ チ
３ １ ５ 　 Ａ Ｎ Ｄ 回 路
３ １ ６ 　 コ マ ン ド 処 理 部
３ １ ７ 　 制 御 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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